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　春節の休業が明けると，水煎包（揚げ蒸し焼き小ぶ
り肉まん）が値上がりしていた。捷運からバスへの乗
換駅にあるチェーン店の水煎包は，日本のコンビニで
見かける肉まんの 3 分の 2 くらいの大きさで，熱々
で肉汁がたっぷりで，小腹が空いたときに買うのに
ちょうどよい。1 つ 17 元と手ごろだったのが，20 元
になったのだ。2019 年には 1 元 3.7 円くらいだった為
替レートが，2024 年年明けにはほぼ 5 円になったこ
ともあり，この小さい塊 1 つが 100 円かと思うと，
がぜん，手が出にくくなった。台湾の物価は毎年，ど
んどん上昇している 1）。とくに食料品の価格上昇が著
しいそうだ 2）。
　そもそも，台湾のスーパーで売られている食料品
は，日本に比べて割高だと思うものが多い。牛乳（生
乳）は 900ml の 1 パックが 100 元前後もするので，
同量で半額以下の豆乳を買うことにした。10 個入り
の卵は安いものでも 1 パック 100 元前後 3）で，たと
え生食ができると書いてあってもしないほうがいいと
聞いた。キャベツは安売りでも 1 玉 68 元，日本のも
のよりかなり大ぶりのピーマンは 1 つ 35 元，ジャガ
イモも 1 つがそのくらいの値段だった。青菜類も一束
40 元から 50 元の価格帯が多い。5 月ごろ，一本ずつ
丁寧に梱包材に包まれ，ビニール袋に入れて売られて
いる細くて小さな大根に 99 元の値札がついているの
を見かけたときには，写真を撮って友人に送ったほど
である。
　野菜がとくに高いことについて台湾の人にこぼす
と，スーパーではなく，市場で買うことを勧められ
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た。市場は，狭い路地の両側に品物を積み上げた店や
屋台が並ぶものから，南門市場のように現代的に整備
されたビルのなかにあるものまで，台北市内のあちこ
ちにある。たしかにスーパーより少し安いが，私には
2 つの点でハードルが高い。
　第一に，言葉が難しい。見慣れない青菜の名前や値
段，調理法を尋ねることはできても，市場の売り手の
台湾語交じりの早口の返答を聞き取るのは難しい。さ
らに，殺價（値切る）問題がある。台湾では店主とや
りとりをして値段を安くしてもらう殺價が，買い物の
際の楽しみの 1 つだと聞いた。しかし私にはその習慣
がまったくない。日本語でも煩わしく感じるのに，ま
して不自由な外国語でそれをしようとは思わない。
　第二に，量が多い。日本のスーパーでは少人数世帯
や単身世帯向けの商品が売られるようになっている
が，台湾の市場ではまったくそのような気配はない。
むしろ，たくさん買うことが殺價のコツだとも聞い
た。ただでさえ山盛りの香菜やセロリ，大陸菜を，多
少値引いてもらったからといってたくさん買ったな
ら，悪くなる前に全部食べきれる気がしない。あると
き，市場で，中秋節に欠かせない柚子（ヨウズ，文
旦）のきれいなものを見かけたので買おうとしたが，
販売最少単位が 7 個だったので購入を諦めた。柚子は
日持ちするだろうが，重くて嵩張って持ち帰るのが大
変だ。割高でも 1 個で売っているスーパーで買うほう
がよい。
　よく知られていることだが，台湾の人びとは，飲食
店，弁当店，夜市，街角の屋台などで気軽に食事を
とったり，持ち帰ったりする。一人暮らしの人だけで
なく，祖父母世代から幼児までの大人数の家族連れで
屋台に来ていたり，家族分と思われる複数の弁当を持
ち帰る人もいたりするので，自炊の圧力がなくて気楽
でいいなと思っていた。いざ，自分が住もうとして，
大学生や語学留学生が借りる手ごろなワンルームの部
屋には，バストイレはあってもキッチンのないところ
がほとんどだということに気づいた。
　ワンルームではなくても，古い公寓のなかにはキッ
チン設備のないところがあるし，あっても不十分だっ
たりする。私が内見したある部屋では，流しと小さな
電気コンロのあるキッチン風の空間があったが，換気
扇はコンロの上に設置された棚の底に直付けされてい
るだけで，ダクトはなく，部屋の外につながっていな
いまがい物だった。自宅で調理をするための設備や機
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能が，こんなにも重視されていないのかと感心した。
　スーパーで売っている食料品は高いし，家には調理
するための満足な設備がない。そういう状況なので，
自炊に重きを置かないというより，自炊することは効
率が悪いと考える人も多い。ある 20 代後半のインタ
ビュイーは，実家に住んでいるのでキッチンはある
が，ほとんど料理することはないと言った。なぜなら
スーパーで売っている食材は高く，飲食店のように豊
富な食材を用意すると費用が嵩むからである。調味料
や光熱費，鍋や食器を揃えることなどを考えると，飲
食店で食べたり，持ち帰りや配達を利用したりするほ
うが経済的だと考えているのだ。
　ただし，食料品の価格が上がり，家賃も高騰してい
るのだから，当然，飲食店の提供する料理の価格も上
昇する。たとえば，観光客に人気のある火鍋は，大学
の付近や繁華街など，若者相手の安い店であれば，最
低限の具と肉だけではあるが，一人分が 200 元しな
いところもある。しかし，鴛鴦鍋など，凝ったスープ
や具，ある程度食べ応えのある量の肉を求めると，一
人あたり最低 500 元はする。若者の多いバーではグ
ラス一杯の生ビールが 200 元だったし，行列のでき
る大人気のとんこつラーメンチェーン「一蘭」では，
とんこつラーメン一杯が 298 元だった 4）。ガイドブッ
クに載っている牛肉麺は観光客の多い通りの店だと
210 元や 280 元（いずれも小サイズ），台北駅にある
上島珈琲店のカフェラテは 130 元である。さまざま
な種類の食材や，流行りのものを食べようとすると，
結構な出費になる。
　もちろん，弁当店や自助餐（おかずの量り売りの弁
当屋，飲食店。自分でおかずを選ぶ）を利用すると，
メインのおかずや食材の選び方によっては 1 食 100
元以内に収めることができる。にんにくと塩で炒めた
キャベツやブロッコリー，青菜類，干豆腐などが比較
的安価なおかずだが，肉や卵，魚，揚げ物を選ぶと倍
くらいの値段になる。特別な理由で食事を制限したり
していない限り，健康のことを考えれば，いくら安く
ても野菜だけの食事は続けられないだろう。
　別のインタビュイーは，実家を出て台北市内の職場

の近くに住んでいるが，台北市内は家賃が非常に高い
ので複数の友人とルームシェアをしていた。わざわざ
共同のキッチンを使おうとは思わないし，残業などで
遅くなるので，外で食べて帰ってきたほうが効率がい
いと考えているが，三食すべてを外食で賄うため，食
費は月に 1 万 5000 元ほどかかると言っていた。
　統計データを見ると，工業およびサービス業におけ
る一人あたりの月次定期給与は 4 万 6140 元で，月給
総額は 8 万 5796 元だった 5）。この平均の値だけ見る
と，外食に 1 万 5000 元は出せない金額ではないよう
に感じる。しかし，話を聞いた若者はみな，若者の給
料はもっと安い，親の世代とは違うと否定していた。
給料が低い，お金がないという彼らの話を聞きなが
ら，日本なら節約レシピなどで自炊して食費を押さえ
ることができるのに，キッチンはないし，物価は上が
り続けるし，どうしたらいいのやらと同情した。
　2023 年から 2024 年 3 月の食品を含めた日本の物価
上昇率が，台湾のそれをあっさり上回っていることを
知ったのは帰国後のことである。
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